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…
郷
土
の
史
蹟
名
勝
を
訪
ね
て
一

昭
和
の
今
回

一戸
数

一

六

五

凶

人

一依

屋

秋

山

家

康

弁

屋

金

剛
屋
な
ど
一

口
、
七
、
七
三
山
人
と
云
う
朝
日
町
の
中
一
云
う
も
の
米
り
住
し
共
に
漁
業
を
常
む
。
一
一

心
市
街
地
と
し
て
、
又
商
工
業
の
中
心
地

↑元
来
和
倉
は
船
舶
の
碇
泊
す
る
処
な
る
よ

れ
れ
炉
問
符
ね
れ
れ
阿
川
一
一

白

域
対

一

m一婦向れ＼母、す

か
つ
て
は
、
加
賀
百
万
石
、
川
町
此
治
政

一

帯V
定義
N
i
u

－
－

時
代
三
位
級
の
十
村
役
、

伊
東
家
が
、
沼

一

．．
 既
約

・・圃q
ldv
立

保
村
に
居
を
構
え
、

百
姓
等
が
納
め
る
御

圃
司
pi

蔵

米

を

保

管

し

－

三

位

組

の

役

所

の

所

在

市

地
で
も
あ
っ
た
。

此
の
旧
泊
町
と
は
、
ど
う
し
て
庁
泊

。

と
云
う
町
名
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
？
、
口
碑
伝
説
、
史
実
古
文
書
に
あ
ら

わ
れ
る
泊
町
の
由
来
を
探
っ
て
見
ょ
う
。

ひ

j自

さあ第 6号

町
名
の
由
来

（
北
藩
初
鑑
）

十
五
年
（

O
天
正
、
三
六
九
年
前）

二

月
、
秀
吉
、
島
津
義
久
を
征
す
る
や、

利

長
（
O
前
国
民
社
）
兵
三
千
を
帥
え
て
従
￥

す
。
比
の
時
小
阿
梅
機
大
夫
を
し
て
、

宮
崎

城
に
留
守
せ
し
む
。
後
幾
程
も
な
く
宮
崎

一城
を
廃
強
せ
ら
る
。
時
．に
権
大
夫
の
家
匝

一水
島
兵
庫
等
城
域
に
鎮
座
せ
る
八
幡
宮
神

一明
富
の
両
宮
を
域
麓
字
古
宮
に
転
築
し
、

」
和
倉
ー
に
居
住
し
て
漁
業
を
営
み
し
に
、
又

、．，，
－E

・・，，．、

の

巻

り
、
自
然
此
の
一
小
部
活
を
泊
町
と
称
す

る
に
至
る
。

と
見
え
て
居
り
、
又

郷
土
史
家
放
九
虫
愛
雄
氏
の
所
見
に
よ
れ

ギ
ふ
、

宮
崎
村
栴
図

（
O
嘉
永
年
問
、
ペ

ル
ー

が
下
回
の
浦
に
黒
船
を
率
え
て
来
た
の
に

驚
レ
て
本
府
が
海
辺
防
備
の
必
要
か
ら
諸

大
名
に
命
じ
て
調
製
せ
し
め
た
時
の
海
図

）
を
案
ず
る
に
沖
の
島
と
へ
た
の
く
り
と

一

の
東
北
に
古
泊
と
称
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、

a－
司t

EE
人
等
此
耐
せ
る
が
故

国
圃
閣
に
円
然
的
り
所
と
他

・
圃
闘

よ
り
呼
べ
る
な
り
と

．．
． 

云
へ
ど
も
そ
の
以
前

臨
園
田

よ
り
既
に
和
合
を
泊

園
田
国

と
称
せ
る
も
の
あ
る

圃
圃
・

こ
と
「
古
戦
古
減
記
」

・
圃
・

の
一
疋
ふ
と
こ
ろ
に
て

・
圃
圃

明
断
也

・
・
圃

と
あ
っ
て、

治
の

・
・
園

町
名
の
由
来
は
舟
の

．．
． 

碇
泊
す
る
、
舟
の

圃

・

「

之
ま
る」

と
こ
ろ

2
圃
圃
・

と
云
り
義
に
発
し、

園
・
圃
・

宮
崎
和
倉
海
岸
が
も

副
圃
・
・

と
／
＼
泊
の
旧
地
で

－一
緬
・
圃

あ
、る
と
こ
ろ
か
ら
、

；f
樹
園
周

泊
と
云
う
町
名
の
付

、
＼
矧
盟
国

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

れ

ぎ

4

色
、

．

る
と
の
見
解
を
述
べ

一
て
お
ら
れ
る
。

け
川

一

郷
村
名
義
妙
に
。
〈
上
略
）
昔
は
泊
町

一
と
一
集
に
て
、
今
此
宮
崎
村
城
山
の
麓
に

司家
二
戸
川
む
の
り
。
此
辺
り
泊
町
の
旧
地
な

り
と
。
そ
の
か
み
此
の
辺
り
船
の
泊
所
な

り
し
放
に
、
泊
町
の
名
あ
り
と
ぞ
。
然
る

に
年
々
波
町
民
の
為
に
出
崎
欠
け
ゆ
き
地
狭

み
た
る
に
依
て
、
泊
町
は
今
の
処
へ
移
転

し
、
泊
町
と
宮
崎
村
と
其
問
廿
八
町
計
隔

れ
り
Lι
。
お
も
ふ
に
、
い
に
し
へ
此
の
地

通
鉛
の
泊
所
に
て
人
家
も
多
く
、
比
辺
り

に
て
の
繁
昌
な
る
処
な
る
に
依
て
、
木
曽

義
仲
の
時
、
北
陸
の
宮
を
此
の
地
に
御
舘

を
造
り
、
妥
に
居
絵
ひ
け
る
な
る
べ
し
。

然
る
に
泊
町
移
転
の
後
は
、
宮
崎
は

一
村

落
と
成
、
村
民
挙
て
海
掛
を
業
と
す
。

と
見
え
て
い
る
。

是
れ
佐
官
船
舶
の
碇

泊
せ
る
と
こ
ろ
な
り

し
な
る
べ
し
。

一
働省

に
宮
崎
村
の
鹿
島
神

社
は
、

｝光
州
の
内
内
に

鎖
臨
せ
り
》
」
云
え
ば

沖
の
出
は
什
u
t口
頗
る

大
な
る
門
局
に
て
、
船

舶
は
此
の
島
陰
に
碇

泊
せ
る
が
放
に
、
鹿

島
神
社
を

「
舟
止
明

神
」
と
も
呼
べ
る
な

る
べ
し
。
然
る
を
後

山
鳥
は
波
詩
に
浸
蝕

せ・
つ
れ
て
狭
小
に
な
り
し
が
た
め
船
舶
は

和
合
捕
に
碇
泊
す
る
に
至
り
し
が
故
、

自

然
和
合
・ゼ
泊
と
呼
び
沖
の
烏
と
小
塚
へ
た

の
く
り
と
の
策
北
を
古
泊
と
呼
ぶ
に
至
り

し
も
の
な
る
べ
し。

「
十
日
域
J

口
戦
記
」
に

上
杉
ぷ
信
兵
を
率
え
て
泊
に
や
ど
る
と

云
ふ
。
謙
信
時
代
は
未
．た
泊
町
の
あ
ら
ざ

り
し
時
代
な
れ
ば
、
是
れ
和
倉
に
露
営
せ

・
る
も
の
な
る
べ
し。

「
金
森
旧
記
」
に
旅

泊
町
の
移
転

めす日
泊享。、享
町保海保
全元 時事元
戸 年あ年
流十り （
出月 、O
す一新ニ
。日川四
当 、 郡O
時朝泊年
泊大町前
町海全 ）
は 噺 戸十
棋の流月
尾た 出ー

村
下
浜
手
に
あ
り
し
も
企
三
年
現
今
の
処

に
移
転
せ
り

加
賀
秘
主
急
州
刊
に
接
し
て
、

高
間
源
蔵
、

松
附
左
兵
馬
を
遣
し
、
御
膳
米
二
百
九
十

a

ね
た
出
し
て
－
時
の
救
助
を
な
せ
り

（
越
中
史
料
）

斯
様
に
全
町
流
失
の
水
災
に
あ
っ
た
泊
町

の
住
民
は
も
と
よ
り
、
糟
主
い
た
く
こ
れ

を
心
配
し
て
、
過
去
に
於
て
も
数
回
水
災

に
あ
っ
て
居
る
地
で
も
あ
り
、
泊
町
屋
敷

縫
え
の
儀
が
当
然
持
ち
上
っ
て
来
た
訳
で

あ
る
。
新
川
御
郡
家
行
日
記
に
よ
る
と
泊

町
の
新
ら
し
レ
屋
敷
地
と
し
て
第
一
に
、

道
下
村
か
ら
大
屋
村
に
か
け
て
の
一
帯
は

浅
沼
で
あ
る
が
、
地
形
は
少
々
高
い
か
ら

波
浪
の
災
に
は
安
全
で
あ
ろ
う
横
尾
村
は

少
々
臨
聞
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
海
に
近
く

、
又
学
盟
程
も
山
へ
引
退
く
と
堅
固
も
あ

る
が
、
漁
業
に
差
支
え
る
と
云
っ
て
い
る

結
局
は
泊
町
は
大
体
浅
沼
で
あ
る
所
を
埋

立
て
、
町
屋
敷
と
し
た
も
の
L
ょ
う
で
東

西
三
百
四
十
七
間
六
歩
二
回
、
南
北
幅
三

ナ
三
間
八
歩
三
国
四
毛
あ
っ
て
、
こ
こ
よ

り
悔
ま
て
三
町
四
十
五
問
あ
る
と、

云
う

と
こ
ろ
か
ら
現
在
の
地
に
新
屋
敷
を
見
立

て
L
決
定
し
た
と
見
る
の
が
正
し
い
と
思

わ
れ
る
。

現
在
、
朝
日
町
元
屋
敷
地
区
は
年
々
歳
々

日
本
海
の
波
浪
に
洗
わ
れ
、
特
に
昭
和
二

年
の
大
高
波
に
は
国
道
下
の
浜
田
南
は
全
令

部
流
出
し
て
、
砂
浜
左
化
し
、
今
日
尚
浸

蝕
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
幾
百
春
秋
、
＋歳
月
を
閲
す
る

と
共
に
今
日
の
盛
況
を
見
、
大
朝
日
町
の

行
政
の
中
心
、
商
工
業
交
通
の
要
点
と
し

て
将
来
の
飛
雌
的
発
展
が
唱
目
さ
れ
て
い

る内

’K 

’K 

通$

ョι

（
写
真
説
明
』

中
決
、
現
在
、
泊
本
町
通
り

下
、
泊
旧
地
、
和
倉
海
岸

9 
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々
へ

朝
日
町
内
の
九
つ
の
小
学
校
へ
訴
し
く

入
学
な
さ
る
子
供
た
ち
は
皆
で
六
O
O
人

お
ら
れ
ま
す
。
人
間

一
生
の
中
で
も
最
も

意
味
深
い
一
年
入
学
の
滑
り
出
し
を
よ
く

す
る
為
に
二
、
三
の
事
に
つ
レ
て
お
願
い

し
た
い
と
思
レ
ま
す
。

一
、
夫
々
の
学
校
で
入
学
前
の
身
体
検
査

調
査
児
抵
は
二
百

五
十
名
、
調
輩
内
容

は
、
子
ど
も
と
保
護

者
の
二
回
に
つ
レ
て

行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
子
ど
も
に
つ

レ
て
の
調
査
結
集
を
見
る
と

マ
入
尚
子
す
る
為
に
特
別
文
字
な
ど
を
教

え
た
か
ど
う
か
H
自
然
に
ま
か
せ
た
と
言

う
家
庭
が
六
四
%
で
一
番
多
く
、
教
え
た

学
庭
が
三
回
、
全
然
教
え
な
い
、
は
わ
ず

か
に
二
各
%
だ
っ
た

マ
幼
稚
園
に
入
れ
た
か
ど
う
か
？
・
此
の

地
域
に
は
幼
稚
園
は
三
ケ
所
、
保
育
闘
は

｝
ケ
所
あ
る
が
．
幼
稚
園
に
入
れ
た
家
庭

は
五
六
、
保
育
国
回
、
家
庭
凹
O
各
%
と

大
体
半
散
が
入
国
占
」
L
Vる
口
民
宮
岡

め
る
二
八
、
全
部
書
け
る
一
六
、

少
し
読

め
る
一
九
、
少
し
書
け
る
一

O
各
%
の
順

で
書
け
な
い
全
然
乾
め
な
レ
、
は

一二、

一
八
各
%
で
、
名
前
は
光
全
に
読
み
書
き

出
来
る
も
の
が
五
六
%
、
ひ
ら
が
な
な
ら

沓
け
る
と
レ
う
の
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く

心

配

さ

れ

る

親

た

ち

へ

の

参

考

に

七
C
%
で
、
芸
ナ
の
完
全
な
枕
み
昔
、
き
は

出
来
な
い
も
の
で
も
、
名
前
．
た
け
は
ど
う

新
入
学
期
を
後

一
月
余
り
に
問
え
て
、
も
う
身
体
検
査
や
学
校
側
と
の
打
合
せ

な

に

か
読
み
書
き
出
来
ゐ
よ
う
に
な
っ
て
い

ど
事
前
準
備
が
始
め
ら
れ
ズ
レ
る
。
始
め
て
入
学
さ
せ
る
親
に
は
う
れ
し
さ
の
半
面
る
。

「幼
稚
闘
に
任
せ
き
り
．
た
っ
た
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
「
読
み
書
き
を
ろ
く
に
教
え

入
学
前
の
準
備
で
と
く
に
忘
れ
て
な
ら

て
や
ら
な
か
っ
た
が
：
：
：
」
な
ど
多
か
れ
少
な
か
れ
不
安
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。
こ
な
レ
の
は
、

名
前
の
読
み
撚
き
で
、
こ
れ

う
し
た
親
た
ち
の
不
安
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
学
校
教
育
方
針
に
協
力
し
て
も
ら
う
た
め

が
出
来
な
い
と
、
ク
ツ
箱
に
ク
ツ
も
し
ま

に
は
全
児
童
の
ゆ
前
教
育
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
一
策
で
な
い
か
と
、
昨

え
な
レ
。
お
前
五
け
は
内
み
開
き
出
米
る

年
度
の
新
入
学
生
の
調
査
を
行
っ
た
東
京
都
の
K
小
学
校
の
調
査
結
果
を
参
考
の
た
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
る
。

め

に

そ

の

大

略

を

紹

介

し

よ

う

。

岨

関

学
校
と
保
謎
者
側
の
沌
絡
協
力
は
戦

後
雌
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、
新

レロ凶

u
f
e
l
J
2車
関
与
主
司
、

t
k

入
学
円
切
れ
は
と
く
に
大
切
、

4
4
i
R
u
d－
－

M
I
l
主
則
‘
〆
4
3
E
z
t
完
d

一
，

，

－

－

－

ニ

『

6

－－－F

J

－
そ
の
保
雄
お
に
つ
レ
て
の
調
査

山
家
庭
訪
問
、
山
会
首
、

ω給

三

分

の

一

百

ま

で

数

え

る

…

食
当
者、

山
道

語

、

安

脊
の
仕
方
、
に
つ
い
て
の
五
点

か
く
見
る
と
数
え
方
で
は
百
ま
で
数
え
ら
一
で
、
家
催
訪
問
は
是
非
実
行
し
て
ほ
し
い

れ
ゐ
子
供
が
一

番
多
く
三
O
%
、
つ
い
で
一
四
二
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
川
九
、
当
分
見

五
十
ま
で
、
十
ま
で
、
二
十
ま
で
、
八
十

一合
せ
て
ほ
し
い
九
各
%
と
な
っ
て
い
る
。

ま
で
、

百
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
十
ま
で

一会
抗
は
給
食
践
が
入
る
の
で
一
ヶ
月
放
低

数
え
ら
れ
な
い
子
ど
も
は
四
%
い
る
が
、

一
四
百
円
は
か
L
る
。
父
兄
の
負
担
j
児
童

こ
れ
に
つ
い
て
は
特
に
教
師
と
し
て
注
意

一
に
宇
え
る
彰
響
を
考
え
る
と
そ
の
納
入
時

を
要
す
る
と
云
っ
て
い
る
。
一

か
ら
十
ま
一

期
の
都
合
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

だ
の
数
字
が
読
め
る
子
供
は
五
二
、
書
け
一
給
食
当
番
は
少
く
と
も
一

年
生
の
聞
は

る
の
は
四
O
各
%
で
あ
る
。
文
字
に
つ
い
一
・
お
母
さ
ん
た
ち
の
手
伝
い
が
必
要
で
あ
る

で
は
ひ
ら
が
な
が
大
体
読
め
る
四
ニ
、
大

一都
合
が
つ
く
五
七
、
当
分
休
ま
せ
て
ほ
し

林
惜
ド防・
住
位
協
ド
・ゎ
i
竹
股
榔
慨
に
円
一
陪
怖
い
仇
．ぃ
ド
ド
ド
I
l
l－
－

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た

一
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す。

身
体
上
の
故
障
は
入
学
前
ま
で
に
と
り
除
一

三
、
何
か
し
ら
学
校
生
活
は
窮
屈
な
も
の

い
て
元
気
に
通
学
出
来
る
よ
う
に
し
て
お
一

学
校
の
先
生
は
よ
く
叱
る
こ
わ
レ
存
在
だ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
身
体
上
の
故
障
が
一
と
い
う
印
象
を
も
た
せ
る
よ
う
な
父
兄
の

勉
学
生
活
に
暗
影
を
投
じ
た
例
は
数
が
多
一
言
動
は
つ
L

し
ん
で
、
逆
に
学
校
は
楽
し

い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
い
所
で
あ
り
、
先
生
は
よ
〈
お
世
話
下
さ

二
、
近
所
の
お
友
だ
ち
土
遊
べ
る
子
に
し
一
れ
、
親
切
に
い
た
わ
っ
て
下
さ
る
よ
い
う

て
お
い
て
下
さ
レ
。
ぞ
れ
と
共
に
、
家
一
安
定
感
で
入
学
を
待
つ
よ
う
に
導
い
て
下

族
以
外
の
人
と
岐
ら
な
い
子
供
は、

先
生
一
さ
レ

方
が
そ
の
取
り
扱
い
に
お
困
り
に
な
る
も
一
回
、
知
的
な
而
で
は
自
分
の
な
ま
え
が
読

の
で
す
か
ら
そ
の
点
に
つ
い
て
御
配
臆
も

一
め
る
よ
う
に
さ
え
し
て
お
い
て
下
さ
っ
た

新

一

年

生

の

父

兄

の

方 新
入
学
児
と
事
前
教
育

ら
足
り
る
で
し
ょ
う
。
入
学
問
学
校
で
こ

の
方
面
に
つ
い
て
色
々
調
査
し
ま
す
が
、

ニ
れ
は
入
学
当
初
の
取
り
扱
い
を
、
発
達

の
違
う
一
人
々
々
の
子
供
に
即
せ
し
め
た

レ
考
え
の
予
備
調
査
で
す
。

五
、
入
学
直
後
の
一
週
間
か
十
日
を
特
に

よ
く
子
供
の
棒
子
を
み
て
下
さ
い
ま
し
て

心
身
の
面
に
少
し
で
も
変
っ
た
所
が
あ
っ

た
ら
学
校
と
御
連
絡
下
さ
い
。

学
校
参
観
は
、
日
を
き
め
て
ほ
し
し
ド
五

二、

自
由
に
四
八
各
%
で
、
参
観
回
数
は

月
一
回
が
七
二
%
も
あ
っ
た
。
参
到
の
時

の
父
兄
の
服
装
は
、
学
校
側
の
早
常
着
で

来
て
ほ
し
レ
と
云
う
閃
に
対
し
、
そ
う
す

る
は
八
六
%
、
し
か
し
一
四
%
は
す
こ
し

は
ゆ
る
し
て
ほ
し
レ
と
云
う
微
妙
な
容
を

出
し
て
レ
る
。

教
育
の
仕
方
に
つ
レ
て
は
将
通
よ
り
少

し
程
度
全
高
め
て
ほ
し
レ
四
六
、
普
通
で

よ
い
さ
一
五
、
び
し
／
＼
や
っ
て
ほ
し
レ

一

六
、
な
る
べ
く
や
さ
し
く
し
て
ほ
し
い
三

各
%
で
あ
る

こ
れ
符
の
淵
伐
の
結
以
か
ら

「
学
校
で

は
入
学
聞
の
経
過
を
淵
費
し
て
、
そ
の
子

供
に
向
く
よ
う
に
数
行
し
て
行
く
か
ら
、

文
字
を
教
え
な
か
っ
た
と
か
幼
稚
凶
に
入

れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
叫
M
刊
に
な
ら

ず
学
校
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。
幼
級
制
に

行
っ
た
荒
は
当
初
だ
け
で
、
一
年
を
終
る

頃
に
は
始
ん
ど
な
く
な
る
、
だ
か
ら
、
幼

稚
闘
に
入
れ
た
親
も
油
断
し
て
い
る
と
、

行
か
な
レ
子
ど
も
よ
り
か
え
っ
て
必
い
成

制
に
な
る
、
子
ど
も
は
劣
等
感
を
持
た
な

い
よ
う
、
他
の
ず
ど
も
が
ど
の
日
何
度
な
の

か
入
学
問
に
知
る
心
要
が
あ
る
、
さ
ら
に

入
学
し
た
ら
子
供
は
－
H
分
だ
け
の
子
ど
も

で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
の
、
学
校
の
子
供
と

云
う
広
い
視
野
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
」
と

父
兄
に
望
ん
で
レ
る
G

今’7

6元官境 泊小 野 iiI大蛭南五泊笹宮大境校 昭
中見町中中川l計 中 的 家 谷 保 ケ 川崎平 名 l抵 J 型
及中か中 庄庄 i芳TI 
山へら i入 i十
蛸一 一一 七 二二三 一三九一二 一 > 5 
~ ／（九 七三 四八四六五l引五五O三四男！ 子 i年
一 五 ~ ~日， i 度
部｛重
） 三 一一 五 一三四 一一三 九一一 - s ~ 

一八七瓦 九四四 I！日九 O 三九八五七女~ ~
四 t ） ~ 

五三三－8四六七二三六天 三三 三計；：
九七 四 三O三二八O四四 八四八八－ A4  

九一

白
川

一
七
日

二
四
日

二
五
日

ニ
ム
ハ
日

二
八
日

同
月

一

日

二

日

五

日

六

日
七

日
一
三
日

一
九
日

畜
産
振
興
協
議
会

町
内
会
長
代
表
者
会
議

教
育
委
員
会

町
議
会
農
林
委
貝
会

保
育
所
新
設
工
事
入
札

町
議
会
文
厚
、
建
設
委
員
会

民
生
常
務
委
員
会

町
議
会
全
体
協
融
会

遺
窓
会
長
会
議

農
業
基
本
調
査
打
合
会

町
議
会
線
務
委
員
会

町
議
会
農
林
委
員
会

臨
時
町
議
会

「

町

政

日

誌

2 
0 
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昭和二十九年度 至30.5.31自29.8.1

ひ
下新川郡朝日町歳入歳出決算

（ム印減を示す）

さあ第 6号(3) 

臨
時
町
議
会

議
決
、
専
決
事
項
の
承
認
等
を
行
っ
て
午

了

後
四
時
閉
会
し
た
＠

一一

南
保
財
産
区
議
会
議
員
に

一恒

勝
原
伊
次
郎
氏
常
選

二
月
十
四
日
執
行
の
越
選
挙
区
朝
日
町
南

保
財
産
区
融
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て

勝
原
伊
次
郎
氏
が
無
競
争
当
選
し
た

電

話

執
務
時
間
外
（
γ

士、

日
）

本
庁
へ
電
話
の
御
用
の
方
は

代
表
電
話
回
四

O
番
を

御
呼
び
下
さ
い

入

一瓦一ーと~l 予算現議｜調定額 I ~文入川 ｜ 牧入米淵 ず現還に比布

1 itlf 税 1 M89o."5a·~ H5sf608 40.引3111 2 Wit4nt 0 持.277.467
2地方交付税 1 9.544 000 8別7ooo 5 5 17 ooo I 6 3.967 ooo 
3公営企楽及財盛i文人 l BSB.710 t3:{ a~9 2a3 329 - 6 149 387 
4分 1J1金 負担金 3.日0.2 ：~s: 1.987 .OSl 1 987 Ool' ー凸 1.552.224 
5使用料及子数料 407.0661 488 437 ~88.4：~7i - 81.371 
0 u !!.11. 支出金 8.568.589 6.7a3 010 6・7M010 ーム 1.835.579 
7牒支出金 12.054.069 9.759,528 9.759.528 ーム 2-29ti~自~ 
8者f 附金 2.511.802 1.878.'737 1.878.737 -- 6 633. 
9繰 入金 1.330.185 281.000 281.000 ー ム 1.0~
10繰越金 1.200.1 1 1.298.955 1'298.955 ー ム
雌枚入制5.84。5 8.2側 1 8.削 51 ーム 14.9~：似
12町債 14.050.0001 10.97.0000 10.970.000 - 6 3.080.000 
歳入合 計 120.644.242 90.993 516 88.019.025 2.9'14.491 32.625.217 

歳

出

一 石 一 －－－－－－！引予 算 現．
額 ｜支 出 済 額 予 算 残 額

I ~誌
防ム木場友

費費 1.3~8－~30 l.28l228 20.102 
2 役消 21.1 0. 22 2~.97 .0~3 177.5~~ 

I 土教

費 4.~7~.287 .58 .4 1 89.7 
費 11. 0 .941 8.762.694 3.142.247 

育 費 24.4 10.13~ 23.594.9 6 815.167 
6社会及労S術働E施設費 8.595.80 6.564.009 2.031.797 
？保健 生資 1.172.266 972.~65 200.201 
~産財 業 消費 16.3~5.67 16.355. 77 188.348 

ifil 'fl 9.582 61.155 3.427 
10統 H 1~ 177.96!J 174.465 3.~04 
11選 挙 1針~ 563 520 498.~45 64. 1g 
12公 4.255.~85 4.011. ~o 237.58 
1~地方支 振興 t~ 122. 70 116.~ 8 6.882 
1諸 出金 11.83~.090 11.422. 49 411.041 
15予 罰Ii 1't 7 .755 一 76.755 
l - II寺借 入金 13.784.861 13.784.861 

.6、 計 120.644.242 113.170.126 7.474.116 eコ

歳

歪30.5.31自29.8.1朝日町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

入

昭和二十九年度

林
業
吹
良
協
議
会
設
立

金

森

吟

富
山
県
森
林
組
合

連
合
会
長氷

見

合
長
等
を
会
員
と
し
た
林
業
改
良
協
議
会

を
設
立
し
た
。

役
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会

長

谷

口

栄

蔵

副

会

長

長

崎

仙

松

監

察

永

口

栄

治

顧

問朝
日
町
長

広
汎
な
山
林
資
諒
を
有
す
る
わ
が
朝
日
町

で
は
早
〈
か
ら
林
業
振
興
に
力
を
注
レ
で

い
る
が
・
去
る
二
月
八
日
山
崎
森
林
組
合
長

－－
谷
口
栄
造
氏
及
び
蜂
谷
森
林
組
合
百貨
長
崎

～
一仙
松
氏
が
発
起
人
と
な
っ
て
地
区
森
林
組

し
判例
｛問
問
問

m
m
m則
m
m別
問

比

でL
I
L
心
U
9・U
引
し
引

U

・r
」

一”

8

6

1
3

0

2

0

3

3

0

．
か
れ

＝

吋

i

q

o

n

U

オ

一矧
減
一

示

一政

＝

倣

一所

生
A

A

ム
会
会
A

岬

一

J

一ω4
1
1ゴ
副

f
L

－
加伽

－E
υ
o
o

a
u守

一
昨

一部
倒
的

判

－L
M

古
市
』

q

o

n

怜

一
川

一

一

一E
d円
。

－

句

i
n
U内
u
n
u
n
u
n－
n
U
内

4

一

一
円
’

un
u
m
n
d
n
u
n
u
n
u
n
U々
』
円

t
4
1

一
演

F

6

6

2

0

3

E

U

0

4

9

一
一
削
一
直
峨
抗
日
花
3
乱
明

白

一

t

r
A

C

J

1

5

2

1

下
一3

3

3

η

7
11
2，｜川刈
斗
什
刈
川
河
川
副
削
引
制
1
2

Tq
d
n
u
－

乃

3
n
u
n
U
A
U
n
U門
1
η
1
4
1

陥
町
四
一

41
A
A
q白
n
u
q
d
ph
J
n
u．4
一
q
J

1

一
部
山
口

3
3
3出
3

H

－
紘
一
日
山

u

i

7

5

2

M

一
調

一
「ー」
O｜
剖
川
川
副
例
制
削
引

q
g－

一

－nhvnHunHυAHunツム
M
噌

EAAXUAHunuυ
凸
之

U
A
U
U

一
四
罰
則
日
日
剛
山
抑
制
抑
制

一
明刊号

一戸、
υ噌
i

n出
、
i
n
d
n
x
u
n
L
41

一

J
F

三
d
Aヨ

9

0

q

u

E
lv－

－

－
 

f
丘
一
税
金
入
勺
益
金
金
金
入
一

A
N
a

－
？
日
一

を

u
u

十

～
一
f
的
手
と

出

．

喜

一一
険
ぬ

及

支

附
入
越
牧

一－
r
H
・括
判
巨
文

一
－
－
一
行

何
回

－一’z＝
丹

念

二
長
T

保
一

財
仰
問
泉
谷
繰
繰
惟

一
『

竺

一

nHU

＝

円・20
L
n
o
s－
R
U
ρ
0
ヮ・0
0
n
U唱
1

歳

一宗一~I 予 算 現 出 済 額｜予 算 残 舗

1役 t易 1主 1.0~8.970 

U!JH 2保険給付費 10.794』09 10.2 2.993 
3保険施設自 386.433 25.432 
4財

産債
賞 .100 .100 

5公 誼 51.406 
~ 3予者 支 出 金 Blij.341 617. 

16: 備 計
費 7 .263 

i』, 13.134.8991 12.252.3 882 

朝
日
町
説
会
は
一

H
二
十
八
日
午
前
十
時

か
ら
本
年
初
の
臨
附
議
会
を
開
催
し
、
昭

和
二
十
九
年
度
決
算
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
旧
町
村
分
等
併
せ
て
三
十
件
の
認
定

昭
和
一
二
十
年
度
追
加
民
正
予
算
四
件
の

出歳

久
吉

二
月
十
二
日
の

高
波
朝
日
町
海

岸
一
帯
に
被
害

を
及
ぼ
す

二
月
十
二
日
突
如
襲

っ
た
日
本
海
の
高
波

は
猛
威
を
ふ
る
い
、

国
道
八
号
線
’
宮
崎

漁
港
防
波
堤
、
横
尾

海
岸
防
法
成
等
に
相

当
の
被
害
を
与
え
た

農
地
及
水
路
の
被
害

や
み赤

川六
、
五
反
六

C
米

第
野

四、

O
反
一

O
O米

大
屋六

、
O
反
抗
O
米

横
尾七、

O
反

境
一O
、
。
反

三一二
、
五
反二

一

O
米

鵜
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（
写
真
説
明）

凸
版
は
前
文
部
大
臣
松
村
謙
三
氏
が

宮
崎
惜
然
時
物
舘
の
た
め
特
に
揮
遜

．
・下
さ
っ
た
蔚
額
で
あ
る

IB翠蓮華
去
る
一
月
十
四
日

ゆ
臨
時
組
会
に
於
て

幹
部
団
員
の
詮
衡
難

か
ら
遂
に
解
団
に
持

ち
込
ま
れ
た
宮
崎
校

下
問
は
、
そ
の
後
宮

崎
公
民
舘
及
び
地
区

町
内
会
の
あ
っ
せ
ん

だ
二
月
五
日
再
編
を

見
る
こ
と
に
な
っ
て

強
力
に
そ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。

新
役
員
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

団

長

燭

谷

孝

別

団

長

野

間

哲

英

企

扇

谷

孝

子

線
務
委

員

長

水
島

静
夫

A
n
u－

副

委

員

長

加

藤

克

休
育
委
員
長

植

木

知

企

捌

委

員

長

竹

谷

銘

文
化
委
員
．
長
松
本
徳
和

企
副
委
員
長
光
主

純
子

家
政
委
員

長

水

島

幸

子

全
副
委
員
長
水
鳥
美
智
子

Am乙
『
ヴ
守
口
山
石
倫
治
舘
弘

水
野
嬬
太
郎
水
島
奈
々
子

三
月
四
日

縛
論
及
卓
球
の
郡
大
会

下
新
川
部
連
合
青
年
団
で
は
、

三
月
四

日
〈
午
前
八
時
半
）
入
諸
国
町
小
学
校
ハ
予

定
）
で
、
各
連
青
対
抗
卓
球
及
び
鰭
諭
大

会
を
開
催
す
る
・

~lJ 

1郡盟
会平l

i「

南
保
枝
下
回
も
結
束
強
し

下
新
川
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
で
は
、

優
良
枝
下
回
と
し
て
山
崎
校
下
町
年
聞
を

表
彰
し
た

来
る
二
月
二
十
三
日
宇
奈
月
黒
部
荘

で
表
彰
式
を
行
な
い
、
指
導
者
を
中
心
に

た
ゆ
ま
ざ
る
団
員
諸
氏
の
努
力
と
、
生
活

改
普
と
し
て
、
祝
儀
、
花
の
・
廃
止
運
動
を

起
す
な
ど
、

青
年
団
活
動
の
面
に
充
実
し

た
運
営
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
当
述
育

最
初
の
受
賞
で
あ
る

先
年
、
成
会行
を
注
目
さ
れ
て
い
た
南
保

校
下
団
も
、
新
役
員
を
発
表
し
て
、
新
進

気
鋭
の
意
気
込
を
高
ら
か
に
奏
で
な
が
ら

背
年
間
活
動
の
推
進
に
努
力
し
て
い
る
。

本年分の税金の総決算

申告所得税の確定申告は

三月十五日限です

申告と納税は早目に片付け

来るべき陽春に備えて

事業計画を樹てましよう

＠魚津税務署管内の納税成績は第二期分で次のようになっていますの

で来るべき確定申告には更に一層の御協力をお願い申し上げます。

－
事
業
経
過
及
決
算
報
化
円

2
役
員
改
選

3
一ニ
中
一
年
度
運
動
方
針
決
議

・

4
そ
の
他

主
催

朝
日
町
連
合
青
年
団

二
月
二
十
六
日
午
前
十
時

朝

日

町

議

．場

第
二
回

青

年

大

会

続
題庁富山！1: I 

印 1下 i

~ －~ 
新

役

’員

団

長長

議露首

額

% 
60.7 
59,7 
64..0 
76.1 •・
79.6 

管内地域別納税期限内牧納状況

1豆長豆乏｜人員｜税額日訟互引人員｜税

l~ 1fi~ i日li 市
市
町
町
町

月

津

部

見

善
奈

、魚
黒
舟
守
入 京孝純

子成 ｛乍

組
務
委
員
長

文
化
。

体
育
M

家
政
。

水水高水
島島桜 J志

一 ．友康
美暁康喜

E争

第
二
回
卓
球
大
会

二
月
十
二
日
午
前
八
時
半
か
ら
泊
中
講

堂
に
於
て
開
催
さ
れ
た
が
成
績
次
の
通
り

団
体
（
男
子
〉
一
位
境
校
下
団

間
体

（
女
子
）
一
位
泊
校
下
団

個
人
（
男
子
）
「
位
桜
弁
保
（
泊
）

（
女
子
）
一
位
大
西
道
子
（
H

〉

背色申告者の納期限内納付状況

亙~えIt員九＼ If 員九 21\11合丁蒜
無津I 6i.5~－－ Bs11 71~1 7調｜必｜？お

* 
斗

{! 

* 
E争

納税貯蓄組合員の納期限内納付状況

F吐 lf員守山1:1員同時
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今
回
は
脱
臼
に
つ
い
て
述
べ
ま
せ
ぅ
。
に
薬
を
さ
す
の
み
で
な
く
股
関
節
の
検
査

脱
臼
は

一
方
の
関
節
面
が
相
対
す
る
関
節
一
も
行
ふ
僚
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
＠
生

面
よ
り
完
全
に
逸
脱
し
た
場
合
を
言
う
の

一局
一
l
三
ヶ
月
位
で
発
見
さ
れ
L
ば
、
お

で
、
一
般
に
「
脱
れ
た
」
と
い
ふ
の
は
部

一む
つ
だ
け
で
治
療
す
る
例
も
多
数
見
て
い

分
的
に
関
節
商
の
相
対
関
係
が
変
化
す
る

一
ま
す
。
こ
う
し
た
治
療
も
満
三
才
位
迄
で

亜
脱
臼
を
含
め
て
言
わ
れ
て
い
る
様
で
す

一
そ
れ
以
上
に
な
り
ま
す
左
穴
が
埋
っ
て
整

こ
の
地
方
で
多
い
の
は
先
天
性
股
関
節
一
復
不
能
に
な
っ
た
り
、
大
腿
骨
頭
が
脱
れ

脱
臼
で
、
出
産
児
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
一
た
所
で
く
つ
L
き
、
手
術
し
な
け
れ
ば
い

一
側
或
は
両
側
の
股
関
節
を
脱
臼
し
て
い

一け
な
レ
．場

合
が
多
々
手
術
は
大
体
に
於

る
場
合
を
言
い
そ
の
原
闘
に
つ
い
て
は
胎

一
て
脱
れ
た
位
置
で
人
工
的
に
雇
根
を
作
つ

児
の
子
宮
内
の
肢
位
が
忠
か
っ
た
と
か
、一

て
や
る
方
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

発
生
学
上
そ
の
部
分
が
不
完
全
で
あ
っ
た

一以
上
脱
臼
が
強
く
な
ら
な
い
様
に
又
歩
く

と
か
、
色
々
と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
時
官
庁
痛
の
な
い
様
に
す
る
た
め
で
す
。
妥

要
す
る
に
骨
盤
に
あ
る
股
関
節
の
穴
に

一当
な
治
療
を
う
け
れ
ば
完
全
に
治
癒
し
成

屋
般
が
出
米
な
レ
た
め
に
大
腿
骨
々
頭
が
一
人
し
た
時
は
全
然
正
常
ど
は
り
に
な
り
ま

外
上
方
に
脱
し
て
ゆ
く
訳
で
、
注
意
深
い
一
す
が
、
治
痕
せ
ず
に
お
く
と
一
生
不
具
に

人
な
ら
ば
出
産
兇
の
お
む
つ
を
換
へ
る
時
一
な
り
気
の
毒
な
結
果
を
招
く
場
合
も
あ
る

に
泣
く
と
か
、
股
が
よ
く
聞
か
な
レ
等
で

一様
に
間
レ
て
い
ま
す
。

変
だ
と
気
が
つ
か
れ
ま
す
が
、
大
多
数
は

一

こ
の
地
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
肘
内

歩
行
し
て
始
め
て
ち
ん
ば
右
見
付
け
て
治
一
障
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
五
才
位
迄
の
子

惑
を
受
け
ら
れ
る
様
で
す
。

・

一
供
に
生
ず
る
一
一
慢
の
脱
臼
で
、
子
供
の
手

こ
う
し
た
子
供
は

一
般
に
誕
生
を
過
se
－
－
を
引
張
っ
た
所
が
、
手
を
上
げ
な
く
な
り

て
三
ヶ
月
か
ら
半
年
后
に
始
め
て
歩
行
し

一触
は
る
と
痛
が
っ
て
泣
く
と
い
う
場
合
で

も
ん
ば
も
段
々
強
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

一
肘
（
ひ
ぢ
）
の
所
で
境
川
（
円
の
骨
頭
が
脱
臼

こ
れ
は
脱
れ
て
い
る
関
節
で
体
重
を
支
一
し
た
も
れ
り
で
す
。
肘
関
節
は
上
胸
骨
と
尺

へ
る
か
ら
当
払
の
事
で
す
。

一骨
、
接
骨
の
三
つ
の
骨
で
関
節
を
作
っ
て

こ
う
し
た
脱
出
の
治
療
に
は
以
前
よ
り
一

い
ま
す
が
、
損
は
「
」
度
棒
の
先
生
紐
で
く

ギ
プ
ス
絹
怖
が
問
レ
ら
れ
て
い
ま
す
。
－
一
く
っ
た
様
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
、
こ

患
児
山
肢
附
節
を
盤
復
し
（
は
め
る
）
一
の
紐
を
抜
け
て
骨
携
の
頭
が
外
に
出
て
ゆ

大
体
九
十
度
に
曲
付
て
九
十
度
外
方
に
開
一
く
の
が
こ
の
肘
内
障
で
、
肘
を
動
か
す
と

い
た
肢
位
で
ギ
プ
ス
を
か
け
約
半
年
そ
の

一痛
む
訳
で
す

Q

こ
れ
は
整
復
（
は
め
る
）

位
誼
に
保
ち
ま
す
と
前
述
山
屋
桜
が
出
来
一
は
簡
単
で
す
が
、

一
回
脱
臼
す
る
と
鮮
に

て
来
ま
ず
。
ギ
プ
ス
の
他
に
革
と
金
属
を

一な
り
ま
ず
か
ら
手
を
引
張
ら
な
い
様
注
意

用
い
た
装
共
も
あ
り
ま
す
が
路
用
が
嵩
ば

一す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
又
は
め
る
の
に

る
の
で
あ
ま
り
使
は
れ
ま
せ
ん
。

一無
暗
に
も
ん
だ
り
す
る
と
関
節
炎
を
お
こ

又
針
金
Y
忌
比
に
適
し
た
形
JZ
作
り
、
一
し
て
腫
れ
て
来
ま
す
か
ら
危
険
で
す
＠

そ
れ
に
制
一
乞
張
り
倒
り
し
て
使
用
し
加
以
来

一

し
か
し
こ
れ
は
就
学
年
令
に
な
る
と
大

を
接
げ
て
い
る
報
省
、
め
り
ま
す
0

・

最

一
体
脱
れ
な
い
様
に
な
り
ま
す
。

近
で
は
助
単
一仰
さ
ん
達
も
生
れ
た
子
の
限

一一
関
節
の
脱
れ
る
の
も
ち
ょ
や
／
＼
克

,.,. 
l 

昭和31年2月初日発停

醤
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メ

モ
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益

氷
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ま
す
が
、
最
初
に
脱
臼
し
た
時
に
丁
寧
に

治
療
し
て
お
か
な
い
と
習
慣
性
脱
臼
に
な

り
、
一
生
困
る
事
が
あ
り
ま
す
か
ら
気
を

付
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
肩
の
脱
れ
た
場

合
（
こ
れ
は
青
年
に
多
い
）
手
を
持
っ
て

下
外
方
に
強
く
引
張
っ
て
や
れ
ば
い
い
訳

で
す
が
、
こ
の
他
に
二
、
三
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。
（
こ
れ
は
省
略
し
ま
す
）
。

顎
が
脱
れ
た
り
指
、
枇
の
脱
臼
、
更
に

又
首
の
骨
（
欄
椎
）
や
腰
の
骨
（
版
取
）

も
脱
臼
を
お
こ
す
事
が
あ
り
ま
す
が
、
数

は
ど
く
少
い
様
で
す
。

以
上
述
べ
て
来
た
脱
臼
は
勿
論
骨
折
の

な
い
場
合
で
、
骨
折
を
伴
っ
た
骨
折
脱
出

と
な
る
と
治
療
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て

来
ま
す
。
手
首
、
足
首
、
膝
等
の
関
節
は

骨
折
を
伴
は
な
い
脱
円
を
お
こ
す
と
レ
う

事
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
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保育所入所児童に要する措置費の徴牧基準表
l
J

ト
み
川d

a川

υ
ι
山

水
上
山
口一
一ナ

須
沢
正
品
目
一

大
家
庄

沢

田

淳

子

住
古

盟

林

陸

子

野

中

大

而

京

子

梅

沢

将

敬

＠
売
亡
の
部

泊大

和

み

よ

波

間

は

る

本

国

腿

山

古

市

せ

き

笹

川

折

谷

り

ん

境

根

挫

七

五

郎

府

保

殿

村

つ

る

山
崎
上
不
清
五
郎
安
達

五

ケ

圧

鍛

治

そ

よ

大

家

庄

広

沢

博

水

井

野
中
稲
村
安
次
郎
坂
東

中九
鳥 fg_

紀和
,- H 
j 7J 

伊畠
藤 中

博幸
美夫

小
川
恵
美
子

上
表
は
厚
生
省
に
於
て
決

定
し
た
保
育
所
入
所
児
童

の
入
所
費
の
基
準
で
あ
る

が
朝
日
町
に
於
で
は
、
民

生
委
員
の
協
議
に
よ
り
、

公
正
な
る
入
所
費
の
決
定

を
行
つ
て
は
そ
れ
に
復
っ

て
措
置
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
第
十
級
迄
を
本
町

で
は
適
用
し
て
い
る
。

笹
川
、
大
家
庄
に

保
育
所
新
設

此
の
度
、
f

か
ね
て
か
ら
の
地
．

区
民
の
要
望
で
あ
っ
た
、
一笹
川

、
大
家
庄
に
保
育
所
が
新
設
さ

れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

笹
川
、
大
家
庄
共
に
、
七
六

坪
の
建
造
物
で
、
工
費
各
二

O

O
万
円
の
額
を
以
て
着
工
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

竣
工
の
暁
は
、
そ
れ
ん
t
＼
六
十

名
の
入
所
児
の
収
容
が
可
能
で

竣
工
は
三
月
末
日
の
予
定
で
あ

る。
山
村
、
農
村
地
区
の
児
童
の

福
祉
の
た
め
に
、
叉
生
産
向
上

の
た
め
に
喜
び
に
堪
え
な
い

こ
れ
で
朝
日
一町
に
六
個
所
の

保
育
所
が
出
来
る
訳
で
あ
る
。

ち
ょ

トj斉
メi'F2 



(6) 

ー…
奥
様
の
愛
情
を

裏
切
る
も
の
グ

…

〈
民
生
課
）

最
葉
の
夫
を
或
は
子
を
思
う

一
念
か
ら

家
計
簿
と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
b
奥
様
方

ポ
作
っ
た
栄
養
料
理
を
ご
っ
そ
り
ゅ
横
取
り

し
て
食
っ
て
居
る
績
着
な
奴
が
あ
る
と
し

た
ら
全
世
界
の
奥
様
方
は
穂
立
ち
と
な
っ

て
、
不
届
者
職
事
滅
の
，
の
ろ
し
を
あ
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
が
然
し
そ
の
横
着
者
が
旦
那

棲
と
・一
心
同
体
と
な
っ
て
心
中
も
辞
せ
な

一

い
親
密
ぶ
り
を
奥
田
保
方
は
御
存
じ
な
の
．た
一

ろ

う

か

？

一

そ
れ
は
い
と
し
い
丹
那
椋
ぞ
お
子
様
の
一

眼
中
に
し
γ

る
脊
生
虫
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
一

が
栄
費
を
ご
っ
そ
り
横
取
り
し
て
成
長
し
一

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
知
っ
て
か
、
知
ら
一

ず
で
か
、
奥
様
も
御
本
人
も
策
外
無
関
心
一

で
居
ら
れ
る
の
に
は
驚
か
ざ
る
を
得
な
い

一

こ
の
寄
生
虫
は
栄
養
を
横
取
り
す
る
．
た

一

け
で
な
く
掴
虫
が
体
か
ら
出
す
帯
索
と
人

一

体
の
各
所
を
動
き
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一

色
々
の
症
状
を
起
さ
せ
る
。
即
ち
「
は
ら
一

い
た
（
胃
け
い
れ
ん
、
食
慾
不
振
、
根
気
一

が
な
会
な
る
、
吐
気
を
催
す
な
ど
の
症
状
一

を
起
さ
せ
時
に
は
盲
腸
炎
や
腸
閉
塞
を
起
一

さ
せ
命
と
り
と
な
る
こ
と
も
し
ば
／
＼
あ

一

り
、
十
二
指
腸
虫
は
腸
壁
に
食
い
付
い
て

一

吸
血
し
そ
の
体
か
ら
排
出
す
る
毒
素
に
よ
一

り
貧
血
を
起
さ
せ
そ
の
他
の
寄
生
虫
に
は
一

東
洋
毛
様
線
虫
、
鞭
虫
、
娩
虫
、
条
虫
等
一

が
あ
り
、
胃
腸
、
肝
臓
、
栄
養
陣
容
、
心
一

臓
病
貧
血
等
の
陣
容
を
お
さ
せ
身
体
を
袈

一

弱
せ
し
め
て
病
気
の
原
凶
を
作
る
の
で
あ
一

る

。

一

こ
の
よ
う
に
恐
し
い
寄
生
虫
な
．の
で
あ
一

る
が
、

昨
年
十

て

二
月
に
待
生
虫
検
査
一

を
実
施
し
た
が
参
加
人
貝
の
少
な
‘
い
こ
と
刷

は
次
表
の
通
り
で
こ
れ
で
は
奥
燦
の
愛
情

を
尻
自
に
二
号
さ
ゐ
に
つ
ぎ
こ
ん
で
、
揚

句
の
果
て
に
心
出
a
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る

こ
う
考
え
て
見
る
と
寄
生
虫
を
保
有
し
て

い
る
こ
と
は
朝
か
ら
晩
ま
で
台
所
で
働
ら

第 6号ひさあ眼寺担31年2月20日発行

セ虫あ円為い
ンをる乃でて
ト駆か室あ居
受除ら百る・ら
けし旦円 。れ
入て那程検る
．れ奥様度査奥
ら様方で料譲
れ方よ健十の
るの、康円愛
よ愛本が、憎
う情年保駆を
念をこて虫裏
願百そる藁切
すパ寄の三る
るl生で十行

表
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果結査検虫生寄

上記欄の表により大人は十二指腸虫が多く子供に掴虫が女L、。 25.000町民の－~Jしか検査を行っていないので、
この表だけで断定は出来ないが、十二指腸虫の如きは、本県の平均8.7%に対し本町では27，杉と言ふ比較になら

ない程多いことを軽視してはならなし、。

一冬
期
に
於
け
る
交
通
事
故

一防
止
に
つ
い
て
お
願
い

新
年
早
L
近
年
ま
れ
に
見
る
降
雪
に
よ

り
私
等
の
大
切
な
足
を
－
時
懇
わ
れ
ま
し

た
が
天
候
の
回
複
主
共
に
、
．
交
通
滋
関
も

復
旧
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
．
た
道
巾
も
せ
ま
く
雪
の
た

め
自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ
す
る
危
険
も
多
レ

か
ら
、
次
の
こ
と
を
お
互
に
よ
く
守
っ
て

冬
期
間
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
よ
う
努

力
致
し
ま
し
ょ
う
。

戸
Mヨu

て

自
動
車
の
迎
転
者
に
注
意
願
い
皮
レ

こ
と

山
飲
酒
迎
転
は
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ

。
、h
，，

ω
二
月
は
正
月
気
分
に
点
宿
さ
れ
て

と
か
く
、
気
が
ゆ
る
み
肪
で
す
。
そ

の
た
め
息
わ
ぬ
交
通
事
故
を
起
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

又
他
の
月
に
比
べ
て
飲
一泊
す
る
機
会

が
多
い
た
め
年
間
の
「
め
レ
て
い
運

転
に
よ
る
自
動
車
事
故
」
の
多
く
は

此
の
期
間
に
発
生
し
て
居
り
ま
す
。

自
分
の
た
め
に
も
人
の
た
め
に
も
、

酒
を
飲
ん
で
自
動
車
な
ど
を
運
転
す

る
こ
と
は
絶
対
に
さ
け
ま
し
ょ
う
。

問
向
動
車
に
は
滑
り
止
め
の
チ
ヱ
シ

を
用
い
ま
し
ょ
う
。

冬
季
聞
は
路
而
が
凍
結
や
柏
雪
の
た

め
に
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
ブ
レ
ー
キ
の
効
拠
が
著
し
く
害

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

時
泌
一二
十
二
粁
で
走
っ
て
い
る
乗
用

門
動
山
中
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と

此
賊
し
た
路
耐
で

ご
一．
、

一
米
、
凍

結
し
た
路
面
で
は
そ
の
間
的
以
上
の

五
凶
、

一－一
米
滑
走
し
な
い
と
止
ら
な

い
の
で
非
常
に
危
険
で
す。

自
動
車
に
は
必
ず
「
滑
り
止
め
の
チ

エ
γ
」
を
つ
け
て
事
般
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。
歩
行
者
も
車
の
止
り
に
く
い

こ
と
を
知
っ
て
自
動
車
の
直
前
直
後

を
横
断
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ト晶
ζ
ノ
。

二
、

一
般
の
方
に
お
願
レ
し
貰
い
こ
と
。

ィ
、
道
路
上
で
遊
ぶ
こ
と
は
止
め
ま
し

ょ
う
。

道
路
で
羽
根
っ
き
、
た
こ
あ
げ
、
こ

ま
廻
し
な
ど
子
供
の
遊
び
が
非
常
に

多
レ
ょ
う
で
す
。
道
路
で
の
遊
び
は

一
番
危
険
で
、
交
通
の
防
虫
一
口
と
な
る

ば
か
り
か
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な

り
ま
す
か
ら
、
子
供
を
路
上
で
絶
対

に
遊
ば
せ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

ト
串
え
J
Q

口
、
な
る
べ
く
道
路
に
水
を
ま
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
u

路
面
が
凍
結
す
る
と
向
動
車
な
ど
が

滑
っ
て
危
険
で
す
か
ら
水
を
ま
か
な

レ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
早
朝

の
場
合
出
意
し
て
下
さ
い
。

ハ
、
除
省
を
励
行
し
よ
う
。

不
時
の
災
害
に
備
え
て
消
防
自
動
車

等
が
通
れ
る
．
た
け
必
ず
除
雪
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
入
善
警
察
署
交
通
係
）

第

一
回
朝
日
町

町
民
ス
キ
l
大
会

一
一
月
十
九
日

荒
天
続
き
の
今
冬
、
ま
れ
に
見
る
好
天

に
恵
ま
れ、

銀
自
に
映
え
る
三
時
ス
キ
l

場
へ
多
数
の
若
人
の
ム
諸
に
よ
り
、
第
－

回
朝
日
町
民
ス
キ
l
大
会
の
務
が
切
っ
て

下
さ
れ
、
気
制
と
歓
声
が
全
山
に
こ
．た
ま

し
、
盛
会
担
に
終
了
し
た
。

当
日
の
大
会
成
績
は
左
の
通
り
で
あ
る

園

長
距
離

1
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田
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2
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保

B
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ヂ

l
ム
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B
チ
l
ム

圃

大
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1
位
藤
井
浅
吉

2
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松

原

清

3
位
本
田
俊
夫

4
位

折
谷
隆
夫

5
位
山
本
幸
雄

園

女

子

滑

降

1
位
佐
藤
佐
和
子

3
位

山

本

輝

子

5
位

谷

口

末

子

γ

井
手
宅
大

宅

f
ト
私
見
J
H

2
位
竹
内
光
子

4
位
吉
田
和
美

8

と

が

き

立
春
も
過
ぎ
て
、
雪
も
綜
を
越
し
た
と

見
て
と
っ
た
が
、
そ
の
後
も
、
新
雪
ひ
ん
’

ぴ
ん
と
降
り
続
く
、
天
候
は
荒
模
模
。

野
中
分
町
問
題
も
余
突
、
の
荒
天
と
共
に

荒
れ
狂
っ
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
ど
け

な
い
児
童
等
の
重
心
を
む
し
ば
む
と
云
う

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
は
あ
っ
て
も
、
他
に
プ
・

ラ
ス
す
る
も
の
を
見
付
け
よ
う
と
し
て
も

灘
に

L
度
く
も
見
当
ら
な
い
。
関
係
父
兄

の
冷
静
を
取
と
り
も
ど
さ
れ
る
自
の

一
日

も
早
か
ら
ん
こ
と
を
。
望
む
ぞ
切
な
り
t

巻
の
お
と
ず
れ
は
雷
の
彼
方
に
。
：
：
：

雪
ど
け
と
共
に
分
町
問
題
も
氷
解
し
て
ほ

し
い
。

後、

一
号
モ
昭
和
三
十
年
度
も
終
了
す
る

編
集
子

一
同
最
後
の
努
力
を
傾
け
て
町
民

の
期
待
に
添
い
度
い
と
思
っ
て
い
る
。

御
協
力
を
切
望
す
る
。

・


